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成果の概要／安井孝介 

 

 

研究内容 

電子受容性 π 共役系を高密度で集積できれば，既存の有機材料を凌駕する電子輸送

性の実現が期待される．本研究では新たな電子受容性 π 共役系の基本骨格の創出を

目指し，(E)-2,2'-ジアザペンタフルバレンを設計，合成した．この分子は高い電子受容

性をもつフルバレンのアルケン部位をイミンで置換した構造をもつため，平面性の高い

構造と優れた電子受容性を兼ね備えた基本骨格であると期待される． 

 

研究成果 

(E)-2,2'-ジアザペンタフルバレンの合成については四置換オレフィンとイミンをいか

に構築するかがその合成の成否を握る．これに対して，N-ヘテロ環状カルベンの二量化

を用い，四置換オレフィンを構築し，続く変換反応によりイミンを構築できることを見

出した．これにより，入手容易な塩化ベンゾイル誘導体から 7 段階で合成できること

がわかった．X 線結晶構造解析により分子骨格の高い平面性を明らかにした．また，電

気化学測定において，両末端に 4-トリメチルシリルフェニル基をもつ誘導体の還元電

位は対応するジベンゾペンタフルバレンの類縁体と比較して顕著に高電位シフトがみ

られ (1: E1/2 = –1.49 V, 2: E1/2 = –1.24 V vs Fc/Fc+)，窒素の導入により期待通り電子受容性

を向上できることがわかった．さらに，ジベンゾペンタフルバレンの類縁体はほぼ蛍光

を示さないのに対し，(E)-2,2'-ジアザペンタフルバレン誘導体は強い黄色蛍光を示した． 

 

今後の見通し 

本研究で確立した合成手法に基づいて従来法では合成が困難であったペンタフルバ

レンの誘導体を網羅的に合成可能となること，ひいては既存の有機材料を凌駕する電子

輸送性を実現できると期待する． 


